
漁業体験を通じたブルーツーリズムの取組支援

北地域振興局林務水産課

【背景･目的】

， ， ， ，長島町獅子島においては ブリ・マダイ ヒトエグサを対象とした養殖業 ごち網漁業

タコツボ漁業など多様な漁業が営まれているが，魚価の低迷や燃油等のコスト増大などに

より，その経営状況は厳しい状況が続いている。そこで，これらの地域資源を活用し，地

域漁業への理解促進，水産物の消費拡大，都市と漁村の交流促進等を図るため，獅子島幣

串地区内の漁業者グループに働きかけ，島外からの観光客を対象としたブルーツーリズム

への取組を支援した。

【普及の内容･特徴】

１ ブルーツーリズム導入に向けた支援

(1)先進地視察の実施

行政の支援を受けながら漁業者自らが漁業体験事業を先進的に取り組んでいる天草市

有明町の大浦地区振興会へ部会メンバー15名を引率し，ブルーツーリズムへの取組状況

を視察研修した。大浦地区振興会では 「タコツボオーナー制度」や底曳き網等の「ひ，

と網オーナー制度」を構築し，毎年リピーターを増やしている。体制づくりを進めるた

めの具体的な事例を学ぶことができた。

(2)補助事業導入の支援

県単独補助事業「ブルーツーリズム推進事業」の導入支援を行い，取組に当たり必要

となる安全備品(救命胴衣,救命浮環,消化器等)の整備，船舶検査受検，乗客損害保険の

加入を推進した。

２ ブルーツーリズム実施に向けた指導

(1)事業実施体制の整備

事業主体である東町漁協の中に獅子島ブルーツーリズム事業部会(漁業者15名で構成)

を組織化させ，円滑な事業実施体制の整備を指導した。

(2)法的手続き等の指導

ブルーツーリズムは，乗客を随時，一定の漁場へ案内し漁業を体験させる“営業”で

あるため，運輸局への不定期航路事業の届出や安全運航規定の整備について指導した。

(3)体験プログラムづくりの指導･助言

１(1 )の先進地視察を踏まえ，プログラムの企画，料金設定，募集ＰＲ，係分担，

， 。アクシデント・トラブル対応等の体制づくり チラシ作成等について指導助言を行った

【成果･活用】

１ 完成した体験プログラム

①ごち網漁業コース ②タコつぼ漁業コース ③ブリ養殖コース

（とれた魚は，参加者が持ち帰り）

※希望のコースに乗船し，操業見学や餌やり体験を行う。帰港後，魚のさ

ばき方体験を行うほか，希望者には，地魚をふんだんに使った昼食をと

ってもらう。



２ ブルーツーリズムの実施状況

(1)平成25年12月８日(日)

長島町の「獅子島魅力ツアーイベント～いっどこんけ獅子島ホリデイ～」のプログラ

ムとして募集，実施した。ごち網漁業コース５名，ブリ養殖コース４名

(2)平成26年２月16日(日)

島外からの民宿客を対象に実施。ごち網漁業コース８名

(3)平成26年２月22日(日)

県旅行業協同組合の募集により出水地区の金融関連業者の家族親睦会として受け入れ

実施した。ごち網漁業コース７名，タコツボ漁業コース15名，ブリ養殖コース８名

(4)平成26年３月８日(土)

島外からの民宿客を対象に実施。ごち網漁業コース７名

(5)平成26年３月22日(土)

島外からの民宿客を対象に実施。タコツボ漁業コース３名 合計 57名

３ その他（今後の展開）

・ 平成26年度から北薩地区グリーンツーリズム協議会会員となる予定。今後，本協議

会のホームページ等でもＰＲを行うほか，研修会，情報交換等へ参加していく予定。

（ ） ，・ 北薩グリーンツーリズム活性化事業 北薩地域振興局地域振興推進事業 を導入し

ＰＲ資材，資機材の購入を行う予定。

・ 県内エコツアー仲介団体と協議し，ブリ養殖コースを主体に修学旅行生の受入れを

検討していく。

タコツボ漁業体験

作成したＰＲチラシ

漁業体験と併せて魚さばき体験も実施


